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連結子会社による新たな事業の開始に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、当社の連結子会社である Shinwa ARTEX株式会

社及びシンワメディコ株式会社（Shinwa ARTEX株式会社の７０％子会社）が新たな事業を

開始することについて決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．事業開始の趣旨 

これまで当社グループでは、Play-to-Earn メタバースプロジェクトあるエドバース・プ

ロジェクトのコンサル業務や、ＮＦＴアートの販売業務等を展開する中で、AI を活用した

DX推進に関する知見を高めてまいりました。 

そこで得た知見を活かすべく、当社グループでは、web３スクールやＡＩ検定の事業開発

を進めてまいりましたが、ＡＩによる診断で疾病の早期発見・早期治療を推進できるため現

在の日本社会に意義ある事業であることを確信し、当社の連結子会社である Shinwa ARTEX

株式会社と、シンワメディコ株式会社（Shinwa ARTEX株式会社の７０％子会社）において

新たにＡＩを活用した医療機関の診断サポートに関する事業を構築することといたしまし

た。 

当社グループである Shinwa ARTEX株式会社及びシンワメディコ株式会社(以下、「当該子

会社」という)は、医療機関に対して、ＡＩを利用した診断サポートシステムを提供するこ

とにより、医療機関における業務の効率化に加え、疾病の早期発見、最新の医療情報へのア

クセス、ＡＩによる治療方法の提案等、医療の品質向上を図り、もって、長寿社会である日

本人の健康の増進に貢献してまいります。 

 

２．新たな事業の概要 

(１)事業の内容 

当該子会社では、ＡＩ-BOX(※)（最新の医療情報の閲覧、ＡＩによる画像診断支援ならび

に投薬情報の提案等を行うシステム）を用いたサービスの提供を開始します。医療機関にお

いて、医師は大量の医療データの読影や、医療情報のリサーチ等に時間が取られていますが、

ＡＩ-BOX を導入することにより、医師による読影とＡＩによる解析のダブルチェックによ

る読影の正確性を高め、疾病の早期発見が可能となることが期待されます。また、最新の医

療情報の閲覧、ＡＩによる解析・投薬情報の提案等を通じて、医療機関における業務の効率

化を図ることも期待されます。 

 当該子会社は、医療機関に対するＡＩボックスを用いたサービスの提供を行い、医療機関
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への販路の拡大を目指します。 

 

※AI-BOXは、インドのタタ・グループを大株主とする DeepTek社の開発協力の元、日本ア

イ・ビー・エム株式会社、デル・テクノロジーズ株式会社、シスコシステムズ合同会社から

技術提供を受け、MBM 株式会社の主導によって開発されました。 

 

(２)当該事業開始のために特別に支出する金額及び内容 

2023年 12月 11日付け「連結子会社における 固定資産（システム）の取得に関するお知

らせ」にてお知らせしましたとおり、AI-BOXを購入するため、1500百万円を支出するこ

とを予定しております。 

 

(３)当該事業を担当する子会社の概要 

商号 Shinwa ARTEX株式会社 

所在地 東京都中央区銀座７−４−12銀座メディカルビル 

代表者名 代表取締役 岡崎奈美子 

設立年月日 2012年9月19日 

資本金 9,000万円 

事業内容 資産形成アート投資サロン運営、資産防衛ダイヤモンド販売 

NFTアートの販売、文化支援事業 再生可能エネルギー関連事

業、医療診断支援事業 

 

商号 シンワメディコ株式会社 

所在地 東京都中央区銀座７−４−12銀座メディカルビル 

代表者名 代表取締役 岡崎奈美子 

設立年月日 2013年4月24日 

資本金 2,000万円 

事業内容 医療機関向け支援事業 

 

３．日程 

(１) 取締役会決議日 2023年 12月 11日 

(２) 事業開始日   2023年 12月 20日（予定） 

 

４．今後の見通し 

本件が、当期の当社連結業績に与える影響については、軽微であると考えておりますが、

今後、適宜開示の必要が生じた場合には、速やかに公表いたします。 

 また、翌期以降の業績に与える影響は、事業の進捗や外部環境の変化により増減が予測さ

れますが、事業の進捗等を踏まえて業績予想に織り込んで開示いたします。 

以 上 


